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京都大学理学研究科･理学部の特徴とめざすところ

理学は自然現象を支配する原理や法則を探求する学問であり､その活動を通じて人類の知的資産としての文化のよ

り深い大きな発展に資するとともに､人類全体の生活向上と福祉に貢献することを目的としています｡

京都大学大学院理学研究科は､設立以来100年余りの間に､数学､物理学･宇宙物理学､地球惑星科学､化学､生物科学の

各分野において独創的な研究成果を数多くあげ､また霊長類研究などの新しい学問分野を開拓するとともに､ノーベル

賞受賞者6名･フィールズ賞受賞者2名をはじめとして国際的舞台で活躍する多くの優れた研究者を輩出してきました｡

理学研究科･理学部は､これまでの成果に立脚し理学研究の理念を更に具現化するため国内はもちろん国際的にも

屈指の教育･研究拠点となることを目指しています｡そして理学教育を通じて､自然科学の基礎体系の深い習得とそれ

を創造的に展開する能力および個々の知識を総合化し新たな知的価値を創出する能力を有した優れた研究者あるいは

責任ある職業人育成を志しています｡そのために､自由な雰囲気の下で学問的創造を何よりも大切にする学風を自律的

に醸成するとともに､国内外に広く開かれた教育･研究機関として発展することを心がけています｡

教員･学生等研究科構成員の自発的意志と学問に対する情熱を尊重し､時々の社会的雰囲気に惑わされることなく

基礎的･萌芽的研究を重視して進めるとともに､学問の新しい進展によって生み出される境界領域･複合領域の研究分

野を創成して発展させることに努めてきています｡

また､バイオサイエンス、ナノテクノロジー､環境､エネルギー問題など現代社会が直面する課題について基礎科学

の観点から積極的に取り組み､それらに関する効果的教育･研究にも努めています｡

理学研究科･理学部は現在､数学･数理解析､物理学･宇宙物理学､地球惑星科学､化学､生物科学の大学院5専攻および､

天文台､地球熱学研究施設､地磁気世界資料解析センターの3つの附属施設において研究･教育活動を展開しています｡
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